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■「産農人」とは農作物をつくるだけでなく、市場ニーズを理解し流通させることのできるマーケットセンスを持った新しい農業人を表す造語。
　 横須賀商工会議所と地域の農家・加工業者・飲食店・メーカーが一丸となって、将来の農業を担う有用な人材の育成に取り組んでいます

新時代の農業人を育成する「産農人」プロジェクトは、今期6人のメンバーで活動中。
作物の生産や加工食品の開発をテーマに、学校の枠を飛び越えた実践型研修を行なっている

「産農人」３期生

6次産業化を応援！
横須賀商工会議所

　
「
産
農
人
」
の
活
動
に
参
加
す
る
生
徒
ら

の
〝
伴
走
者
〟
と
な
っ
て
１
年
間
共
に
過
ご

し
て
き
た
。

　
「
つ
く
る
」
だ
け
の
農
業
で
は
な
く
、
市

場
分
析
や
加
工
食
品
の
開
発
な
ど
、
新
し
い

時
代
の
農
業
人
の
育
成
を
め
ざ
す
産
学
連
携

の
取
り
組
み
は
斬
新
か
つ
画
期
的
。
現
場
の

一
線
で
活
躍
し
て
い
る
生
産
者
、
飲
食
店
経

営
者
、
食
品
メ
ー
カ
ー
社
員
だ
か
ら
こ
そ
の

説
得
力
が
学
び
の
幅
の
広
さ
と
深
さ
に
繋

が
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
た
。
学
校
の
枠

を
越
え
た
「
産
農
人
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
、

生
徒
た
ち
の
意
欲
を
引
き
出
す
新
し
い
キ
ャ

リ
ア
教
育
の
可
能
性
も
感
じ
た
と
い
う
。

　
特
に
卒
業
を
間
近
に
控
え
る
３
年
生
４
人

の
意
識
と
行
動
の
変
化
に
は
、
目
を
見
張
る

も
の
が
あ
っ
た
。
彼
ら
（
彼
女
ら
）
が
農
業

に
対
し
て
抱
い
て
い
た
漠
然
と
し
た
イ
メ
ー

ジ
は
、
活
動
を
通
じ
て
ど
ん
ど
ん
明
確
化
し

て
い
っ
た
。
「
そ
れ
ぞ
れ
が
進
み
た
い
分
野

や
学
び
た
い
領
域
を
見
つ
け
て
、
新
し
い
道

を
歩
も
う
と
し
て
い
ま
す
」
。

　
自
分
の
考
え
て
い
る
こ
と
を
、
う
ま
く
言

葉
で
表
現
で
き
な
か
っ
た
生
徒
が
人
前
で

堂
々
と
発
表
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も

大
き
な
収
穫
だ
。
「
多
く
の
大
人
た
ち
と
関

わ
る
経
験
が
役
に
立
ち
、
自
信
を
得
た
よ
う

に
思
え
ま
す
」
。
そ
の
成
長
ぶ
り
に
驚
か
さ

れ
る
と
と
も
に
た
く
ま
し
さ
を
感
じ
て
い

る
。

生徒の成長を間近で見る喜び──八重樫 恵里教諭（県立三浦初声高校）

　三
浦
初
声
高
校
都
市
農
業
科
の
生
徒
６
人
が
参
加
す
る
「
産
農
人
育
成
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
活
動
報
告
会
が
２
月
25
日
、
横
須
賀
商
工
会
議
所
で
開
か
れ
た
。

３
期
目
と
な
っ
た
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
を
大
き
く
制
限
さ
れ
た
が
、
生
徒
ら

は
目
標
を
見
失
わ
ず
、
で
き
る
こ
と
に
挑
ん
だ
１
年
間
を
振
り
返
っ
た
。

　「
産
農
人
」
は
、
農
業
を

志
す
高
校
生
に
実
践
の
場
を

提
供
し
て
、
戦
略
的
な
農
業

経
営
を
学
ん
で
も
ら
う
試

み
。
横
須
賀
商
工
会
議
所
を

主
体
に
、
若
手
農
家
、
地
元

飲
食
店
、
食
品
大
手
の
カ
ゴ

メ
が
チ
ー
ム
を
組
ん
で
学
び

の
場
を
提
供
し
て
い
る
。

「
攻
め
の
農
業
」
を
標
榜
。

６
次
産
業
を
加
速
化
さ
せ
る

た
め
に
農
業
と
食
品
加
工
の

両
分
野
に
通
じ
た
人
材
の
育

成
を
行
っ
て
い
る
。

　た
だ
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ

の
影
響
を
受
け
、
活
動
開
始

が
７
月
と
出
遅
れ
た
。
農
作

物
の
生
産
─
加
工
─
流
通
販

売
ま
で
一
連
の
過
程
を
学
ぶ

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
す
べ
て
こ
な

す
こ
と
が
難
し
く
な
っ
た
た

め
、
農
作
業
班
と
食
品
加
工

班
の
二
手
に
分
か
れ
、
各
人

が
興
味
関
心
の
あ
る
分
野
を

深
め
て
い
っ
た
。
農
作
業
班

が
生
産
し
た
バ
タ
ー
ナ
ッ
ツ

か
ぼ
ち
ゃ
を
食
品
加
工
班
に

提
供
し
、
こ
れ
を
用
い
た
デ

ザ
ー
ト
メ
ニ
ュ
ー
を
開
発
。

実
際
の
商
品
と
し
て
店
頭
販

売
も
行
い
、
「
産
農
人
」
の

活
動
を
一
歩
前
に
進
め
た
。

　今
期
卒
業
す
る
３
年
生
は

４
人
。
長
島
未
歩
さ
ん
は
栄

養
士
を
め
ざ
し
て
専
門
学
校

に
進
学
。
実
家
の
イ
チ
ゴ
農

家
を
手
伝
い
な
が
ら
加
工
品

開
発
に
挑
む
。
シ
ュ
ト 

コ
ウ

チ
ニ
ョ 

ケ
ン
ジ
さ
ん
は
沖
縄

に
移
住
し
て
マ
ン
ゴ
ー
農
園

に
勤
務
。
食
品
加
工
に
興
味

を
寄
せ
る
佐
藤
藍
音
さ
ん
と

就
農
を
希
望
す
る
秋
元
琉
椰

さ
ん
は
「
産
農
人
」
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
も
と
に
就
職
。
今

後
は
後
輩
の
指
導
役
と
な
っ

て
「
産
農
人
」
の
活
動
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

　

《
横
須
賀
商
工
会
議
所 

菊
池
匡

文
専
務
理
事
の
話
》

　「
産
農
人
」
の
狙
い
は
、
農

業
の
成
長
産
業
化
と
担
い
手
と

な
る
人
づ
く
り
。
来
年
度
は
、

県
の
協
力
も
得
な
が
ら
人
材
の

受
け
入
れ
体
制
の
構
築
や
農
地

の
確
保
な
ど
こ
れ
ま
で
の
活
動

を
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
さ
せ
る
考

え
。
農
業
で
起
業
で
き
る
下
地

づ
く
り
を
行
っ
て
い
く
。

シュト コウチニョ ケンジさん（3年）

長島未歩さん（3年）佐藤藍音さん（3年）秋元琉椰さん（3年）

飯島あゆみさん（2年）

大沼侑汰さん（2年）

3期生メンバーとアドバイザー。収穫したカブを手にして

卒
業
後
は
農
業
・
食
品
の
分
野
に


